
岐阜県技術士会平成２６年度９月講演会メモ 
 

日時：平成２６年９月６日（土） １３：００～１７：００ 

場所：岐阜大学 サテライト・キャンパス（岐阜スカイウィング３７ 東棟４階） 

後援：岐阜大学工学部、岐阜工業高等専門学校 

出席者：会員２６名、非会員１５名、計４１名 

 

司会：大谷幸一 

１３：００   

7月 7日に逝去された西田 創 氏（97才）のご冥福を祈って全員で黙とう。 

代表幹事挨拶（寺崎）：今日の午前中はここで第 3 回中部本部役員会議が開催されて各県支部設置の手

続きなどが話し合われた。岐阜県支部設置の発議書は 30 名の署名を得て、本日の中部本部役員会で承

認された。その他詳細については講演会後の会員連絡で報告。 

 

１３：１０ ～１４：２５ 来賓講演  

演題 「小水力発電装置の普及と子供達の再生可能エネルギーへの関心」      

講師：有限会社・角野製作所 代表取締役社長 角野 秀哉 氏 

講師紹介：会社所在地である岐阜県恵那市に在住。 

講演内容：わずか数ワットの螺旋式ピコ水力発電装置「ピコピカ」の開発経緯とマーケティング、およ

び「子供たちの集めたペットボトルキャップで通学路を照らそう」をテーマに未来を支える子供たちが、

「ピコピカ」を共に組立て身近な水路でエネルギーを生み出す事により環境問題に取組んでもらう活動

について紹介。この内容は日本設計工学会の平成２５年度秋季研究発表講演会で「螺旋式ピコ水力発電

システムの開発と実証試験」として発表されて優秀発表賞を受賞。 

   

   「ピコピカ」の発電を実演する講師 

 ＤＶＤにより小水力発電装置「ピコピカ」の概要を紹介。「ピコピカ」のネーミングは講師の奥様

の発案。 

 会社紹介。1989年設立、資本金 500万円、従業員 13人の小規模企業。主な事業は自動車部品加工

50％、航空機部品加工 50％。最近、この小水力発電装置事業を開始。祖父の代まで農機具の鍛冶

屋、父の代で自動車部品の加工が始まり、それを引き継いでＮＣ化して事業拡大。 

 自動車部品加工の価格競争から逃れるためにインコネルやチタンの難削材に挑戦して、今はディー

ゼル・エンジン部品を月産 150万個製造。更に航空宇宙の部品へ拡大。航空宇宙は従業員のモチベ

ーション向上に効果。ホンダＦ１の部品はチャレンジのメリットはあったが利益はゼロ。しかしチ

ャレンジすることによってノウハウが蓄積され、事業拡大へと結びついた。航空宇宙の複雑な部品

加工でノウハウを蓄積して更に次へつなぐことを目指している。 



 「ピコピカ」の開発は平成 21 年度のものづくり補助金に応募したのが契機。農業用水路で使用で

きるように 30cm幅のＵ字溝で 10cmの落差を想定して開発。開発したものの水利権がからんで当初

は水に入れることができなかったが恵那市と共同で実証実験。 

 子供の環境エネルギー教育の教材として活用できることを考慮して価格は 82,500 円に抑えて全国

に約 300基を販売。その大部分は小学校の環境教育に活用されている。子供が自分達で組み立てて

発電する感動を狙って組立キットにした。高校性による小学校での環境教育にも使われている。 

 「全国各地にある農業用水路に設置できる」と云うマーケティングから設計仕様を決めた。回転数

は電源として安定する 120回転を狙った。羽根の材料はペットボトルのフタ、導水管と上面カバー

はペットボトルの本体が材料。螺旋水車は 3次元 CAD/CAMで最適形状を設計して同時 5軸機で加工。 

 「ピコピカ」の利用法として、LED 防犯灯、災害時非常電源、獣害防止用電柵などがある。LED 防

犯灯では LED基盤も開発。 

 水利権については、河川法改正により従属発電は登録するだけになった。 

 ＯＤＡ事業としてミャンマーでの小水力発電の可能性調査のため来年、現地で実証実験の予定。 

 平成 24年度と 25年度の「ものづくり補助金」を活用して大型化を検討中。 

 

Ｑ＆Ａ 

Ｑ：耐用年数は？ 

Ａ：螺旋羽根の部分は発売から既に 3年になるが交換していない。ベアリングは 1年を目途に交換して

いるが、にごった水路では 3～4 ケ月で交換。寿命は水質で異なる。ベアリングは消耗品として安価な

ものを使って価格を抑制した設計にした。 

Ｑ：水利権での従属発電と云う言葉は、農業用水を使う時の特殊な言葉ですか？ 

Ａ：従属発電は規制のできる以前から発電に使っている人を対象にしたもの。 

聴講者からのコメント：農業用水で発電する場合は 1年 365日にしない方がよいのではないか。ほとん

どの農業用水は活用できる期間が5月から9月に限定される。それ以外の農閑期には水は流れていない。 

Ｑ：発電圧を 6Vにした理由は？ 

Ａ：本来は 12Vにしたかったが、価格を抑えるように自転車用の安価なものを採用したため。 

Ｑ：螺旋羽根のプラスティック成形法は？ 

Ａ：外注加工のため答えられませんが、金型価格は 120万円程度です。 

Ｑ：大型化の案は？ 

Ａ：500W～1KW 級を並列結合することを考えている。1m の水車に落差 50～70cm を考えている。1KW 級

で価格は 300万円を狙っているが、量が出れば価格はもっと下げることが可能。 

 

(休憩) 

 

１４：４０ ～ １６：２０  来賓講演  

演題 「なぜ航空宇宙産業の推進なのか」 

講師：参議院議員 新妻 秀規 氏 （技術士・航空宇宙部門・総合技術監理部門および防災士） 

講師紹介：1993 年東京大学工学部卒業、1995 年東京大学大学院・航空宇宙工学修士課程卒業。川崎重

工に入社してボーイング社で 787旅客機の開発などを担当。川崎重工を退社して昨年 7月の参議院選挙

で公明党から立候補して当選。 

講演内容：航空宇宙産業振興に向けた我が国の政策面での歩みと、ＭＲＪ、Ｂ７８７、アジアＮＯ，１

航空宇宙産業クラスター形成特区など現在実施中の事業への政策面での支援について解説するととも

に、欧米などの諸外国における航空宇宙推進政策の現状を紹介。 



       
 

 航空宇宙産業の特徴は、①成長産業 ②大きな伸びしろ ③高付加価値産業 ④技術波及効果  

⑤戦略産業 ⑥膨大な初期投資 ⑦寡占構造 ⑧日本の国際的な立ち遅れ 

 日本の航空宇宙産業の生産額は約 1兆 4000億円で自動車の 25分の 1。裏をかえせば「伸びしろ」

が大きい。米国の航空宇宙産業の 11 分の 1 の生産額で西側先進国では米・仏・英・独・加につい

で 6番目。 

 政府の航空宇宙産業振興策の歴史を概観すると、民間旅客機では国産旅客機 YS-11の後、国際共同

開発へ大きく舵が切られてボーイング社との共同開発へ移行し、航空機国際共同開発促進基金によ

る助成制度が新設されて、ボーイング 767、777、787 に参画。更にこれから開発される 777X の開

発にも参画が決まっている。 

 また、50 年振りに国産旅客機 MRJ が政府助成を得て開発中で、来年 6 月までに初飛行の予定。中

部地域が製造拠点になる。 

 防衛航空機では、周辺海空域における安全確保のために P-1 哨戒機、早期警戒機、滞空型無人機、

島嶼部に対する攻撃への対応のために F-35 戦闘機、チルトローター機などの導入が計画されてい

る。 

 文科省では、次世代航空機技術開発として①安全性向上 ②騒音低減 ③燃費向上 を掲げて JAXA

（宇宙航空研究開発機構）を中心に来年度予算として 82億円を概算要求。 

 宇宙開発は、平成 20年成立の宇宙基本法により、「衛星やロケットの開発が主体の取り組み」から

「課題解決手段としての宇宙利用推進」へ方向転換。同時に内閣府に総理大臣を本部長とする「宇

宙開発戦略本部」が設置されて宇宙開発の司令塔になった。 

 今年度の宇宙関係予算は 3238 億円。その中、文科省が 48％を占め、次いで防衛省 23％、内閣府、

内閣官房 19％、国交省、環境省、経産省、総務省、警察庁、外務省、農水省と多省庁にまたがる。 

 直近の動向としては、2014年 8月の内閣府・宇宙政策委員会において、「国家安全保障戦略」を踏

まえた長期的宇宙戦略策定に向け具体的な論点が整理された。 

 

Ｑ＆Ａ 

時間切れで割愛。懇親会で個人的にＱ＆Ａの時間あり。 

 

 (休憩) 

 

１５：５５ ～１６：５５ 会員連絡： 

寺崎代表幹事： 

 岐阜県技術士会の行事予定 

11/1(土) 11月講演会＠岐阜大学サテライトキャンパス 

1/10(土) 1月講演会＠岐阜大学サテライトキャンパス 



3/7(土) 3月講演会＠岐阜大学サテライトキャンパス 

 統括本部・中部本部の行事予定 

9/13(土) 中部本部・秋季例会 於 名古屋工業大学 

10/9(木)  中部本部ゴルフ大会  於 さくらＣ．Ｃ． 

10/19(日)～ 21(火)  第 44回 日韓技術士国際大会 於 愛媛県松山市 

11/9(日) ～ 12(水)  第 41回 技術士全国大会 於 福岡市 

 その他の行事予定 

11/6(木)  士業連絡協議会ゴルフ大会 於 やまがたゴルフ倶楽部 

 中部本部の各県支部設置に向けての今後の予定 

  ・本日の中部本部役員会で岐阜県支部設置の発議書が承認されました。 

  ・9月 16日頃～：岐阜県・愛知県・静岡県の正会員に対して、統括本部より賛同確認書を郵送 

   (三重県については発議書の段階で、必要な賛同者数を確保できているのでこの手続はなし) 

  ・10月 15日：中部本部で３県の賛同確認書返送ハガキの受領期限 

  ・10月 18日：第 4回中部本部役員会で、①３県の賛同集計結果の報告、②総務委員会への４県の支部の 

   設置確認依頼、③４県支部役員定員定数の審議・決定（総務委員会へ報告） 

  ・10月 29日：統括本部総務委員会で４県支部設置について検討 

  ・11月 20日：統括本部総務委員会から統括本部理事会に４県の支部設立について付議 

 上記スケジュールにある通り、9/16頃から日本技術士会正会員で岐阜県在籍の方に統括本部より郵便

物が届きます。 

   中身は次の通りです。 

   ①岐阜県支部組織の設置についての発議書（上記 30名の連名による） 

   ②岐阜県支部設立についての発議に伴う賛同の確認 

  ③「岐阜県」支部組織の設置に関わる賛同確認書（ハガキ） 

  ここで、重要なお願いがあります。 

  ③「岐阜県」支部組織の設置に関わる賛同確認書（ハガキ）にご自分の氏名を自署して必ずポストに投函 

  してください。 

  郵便物が届いた方は（発議書を提出された方も含めて）全員このことを実行してください。 

  期限は 10/15必着ですが、できるだけ早く出してください（後回しにせず開封してすぐ署名・投函してくださ 

  い）。 

  岐阜県支部設立のためには、この賛同確認書のハガキが 48枚以上必要です。発議書の数よりも多いで 

  す。 

  発議書を出していただけなかった方も、今回の賛同確認書は出してください。 

  また、岐阜県技術士会の会員以外でも、日本技術士会正会員で岐阜県在籍の方には統括本部からの郵 

  便物が届きますから、ご自分の知り合い等に該当される方がおられましたら、ハガキを出すように働きか 

  けていただければ幸いです。 

  賛同確認書が揃わないと、これまでの支部設立のためのご努力・ご協力が水泡に帰してしまいますので、 

  どうか皆様のご協力をよろしくお願い致します。 

 

懇親会 １７：３０～１９：３０  海鮮居酒屋「はなの舞 新岐阜店」 

参加者：来賓講師を含めて３０名      

                                  以上     田島 記 

 



  

懇親会の新妻議員    懇親会の新妻議員 

 

     懇親会の角野社長 


